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研究成果の概要（和文）：　本研究は，大学生の精神的健康に関する問題に対応するための知見を得るために，
システマティックレビューならびに心理学的介入プログラムの開発と効果検証を行うものであった。
　本研究によって，大学生の精神的健康に関する問題に影響を及ぼす可能性のある心理的な特徴が明らかにな
り，その心理的な特徴を変容するプログラムを提供することで，大学生の精神的健康の一定の改善または促進が
認められた。本研究によって，精神的健康に関する問題を抱える大学生をサポートするための方法が整理され，
具体的な有効な手続きを示すことができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to conduct a systematic review to gain 
insights into addressing mental health issues among university students and to further examine the 
effectiveness of the psychological intervention program created by the review.
This study revealed some psychological characteristics that may influence the mental health problems
 of university students.
In addition, providing a program to modify those psychological characteristics was found to improve 
or promote the mental health of university students. This study has organized ways to support 
university students with mental health problems and has shown specific and effective procedures.

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　大学生の精神的健康に関する問題は国際的な課題である中，これまでに系統的な検証がなされてこなかった領
域でもある。本研究は，我が国における大学生の精神的健康に関する心理学的な支援方法について，包括的な知
見を得ることができた。一方，本研究課題ではあくまで一般化された手続きであったことから，本研究課題の成
果を元に，今後はより効率的に，個人化された手続きの提供を行うための知見を収集することで，各大学におけ
る保健管理の現場でより取り入れやすい手段を提供することが可能になると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 精神的不健康を抱える大学生は多く，退学者の約 15%は精神的不健康を理由としていることが
分かっている（文部科学省，2014）。WHO の調査でも大学生の精神的健康の促進は重要な課題で
あることが指摘されている（Auerbach et al., 2016）。大学退学者の正社員就労率は 3.1%と極
めて低く（労働政策研究・研修機構，2017），精神的健康の促進は社会経済的問題にも関わる重
要な課題である。そのため，特に精神的健康の問題が生じやすく悪影響が生じやすい第一年次の
大学生について精神的健康に影響を及ぼし得る心理的要因明らかにするとともに，それを変容
する，すなわち支援する手段を構築する必要がある。  
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下のとおりである。  
 
（１）システマティックレビューと横断的調査研究を実施し，第一年次の大学生の精神的不健康
に影響を及ぼす心理学的要因を明らかにする。 
 
（２）（１）によって明らかにした心理学的要因の改善によって，精神的健康を改善する心理学
的介入プログラムを開発し，臨床試験として適切な手続きを用いてその効果検証を行う。さらに， 
本研究によって，大学保健管理に携わるスタッフに，実証的知見に基づく支援方法を提供するこ
とを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
①精神的不健康に影響を及ぼす要因を抽出するシステマティックレビュー 
これまでに大学生の精神的健康と心理学的変数の関連を調べた文献を精査するために，シス

テマティックレビューを実施する。これによって精神的健康の改善または促進のために，変容を
することで効果が期待できる変数を特定する。 
 
②我が国における第一年次の大学生の心理学的要因と精神的健康の関連の調査研究 
①で得られて包括的な知見をもとに，一年次大学生を対象とした調査研究を実施し，特に精神

的健康に影響を及ぼし得る変数を特定する。 
 
③心理学的介入プログラムの開発と効果検証 
②で得られた知見をもとに，特に精神的健康に影響を及ぼし得る変数を変容可能なプログラ

ムを構築するとともに，実際に大学生に提供して効果検証を行う。 
 
 
４．研究成果 
①国内外のデータベース検索を実施し，抽出された 1,227 編の文献のうち，大学生の精神的健康
と心理学的変数の関連を適切に報告している 54 編を対象として，メタアナリシスを実施した。
その結果，「注意」の変数（r = .32）,「思考」の変数（r = .41），「行動」の変数（r = .29）
が全般的な精神的健康と関連していることが明らかになり，さらに，「注意」は精神的健康のポ
ジティブな側面と相関が強く，「思考」はネガティブな側面と相関が強いなど，精神的健康の下
位分類によって関連の強さが異なることを明らかにした。 
 
②おおむね①の結果が再現される結果となった。特に，「注意」の変数のうちマインドフルネス
は，第一年次の大学生の精神的健康を保護する要因となることが示された。このことから，特に
第一年次の大学生の精神的健康を維持するためには，マインドフルネスに関するアプローチを
用いることが有効であると考えられた。 
 
③「注意」，「思考」，「行動」の変数すべてを変容することが可能であるプログラムを構築するた
めに，マインドフルネスストレス低減法と行動活性化療法を組み合わせたプログラムを構築し
て効果検証を行った。その結果，組み合わせたプログラムは，それぞれ単独よりも，幅広く精神
的健康を改善または促進することが示された。 
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